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建
灘
機
診
辮
纏
灘
輝
糠
纏
塑
諏
擁
鐡
撮
灘
）
日
程

　
◎
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
が
な
い
か
た
で
会
社
な
ど
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

9
月
7
日
働

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

真
田
小
学
校

鉢
・
中
手

午
後
1
時

～
午
後
2
時
3
0
分

名
ケ
山
小
学
校

中
平
・
名
ケ
山

9
月
1
3
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

9
月
1
4
日
囲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

9
月
1
7
日
㈲

午
前
9
時
3
分

～
午
後
3
時

鐙
島
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

9
月
1
8
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

山
谷
集
落
セ
ン
タ
i

稲
葉
・
山
谷

午
後
1
時

～
午
後
3
時

吉
田
出
張
所

小
泉
・
樽
沢

9
月
1
9
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

川
治
公
民
館

川
治
地
区

9
月
2
0
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

川
治
公
民
館

川
治
地
区

9
月
2
1
日
囲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

川
治
公
民
館

川
治
地
区

と　き　9月3日（月》《午前10時～午後3時》

ところ　十日町砂利合資会社

と　き　9月4日㈹《午前10時～午後3時》

ところ　十日町商工福祉会館前（献血車2台）

■血液生化学検査の結果について
　4月～6月の献血分までが保健課に届いてい
ます。希望者は献血手帳を持参して保健課まで
おいでください。

一明日といわず今献血しましょう＿

一
2
日

一
9
日

…
1
5
日

一
1
6
日

…
2
3
日

…
2
4
目

…
30
日

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
V
…

　
台
5
の
2
0
0
3
番
　
一

十
日
町
病
院
窩
田
堕
南
二

　
8
7
の
5
5
6
6
番
　
一

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

　
8
2
の
3
2
7
6
番
　
一

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

　
8
2
の
2
5
8
1
番
　
一

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
甲

　
　
盈
2
の
2
1
7
4
番
｝

富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
㎝

　
　
8
2
の
3
2
6
7
番
一

中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番
一

新
有
権
者

　
感
想
文
を
募
集

　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

成
人
を
迎
え
た
人
、
こ
れ
か
ら
迎
え

る
人
の
「
新
有
権
者
と
し
て
の
感
想
」

ま
た
は
「
選
挙
を
経
験
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参

加
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
の
感
想
文
」

を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
二
千
字
以
内
（
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
）
に
感
想

文
を
書
い
て
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
　
昭
和
三
十
四
年
一
月
一

日
か
ら
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
三
十

一
目
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
。

受
付
期
間
　
昭
和
五
十
四
年
九
月
一

日
困
か
ら
十
月
三
十
一
目
困
ま
で
。

（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
先
　
〒
九
四
八
　
十
日
町
市
千

歳
町
三
丁
目
三
番
地

　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会

賞
　
最
優
秀
賞
入
賞
に
は
自
治
大
臣

賞
状
、
佳
作
に
は
圃
明
る
い
選
挙
推

進
協
会
会
長
賞
状
を
授
与
し
、
つ
ぎ

の
副
賞
を
贈
り
ま
す
。

　
最
優
秀
　
一
編
　
　
五
万
円

　
入
賞
五
編
各
三
万
円

　
佳
作
若
干
各
一
万
円

応
募
上
の
注
意
　
ω
原
稿
の
末
尾
に

応
募
者
の
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
＋

を
付
け
る
こ
と
）
　
性
別
、
生
年
月

日
、
職
業
を
明
記
（
字
数
制
限
外
）

図
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
　
⑥
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま

せ
ん
　
倒
入
選
作
品
の
版
権
は
主
催

者
に
属
し
、
作
品
は
明
る
い
選
挙
推

進
運
動
の
た
め
自
由
に
利
用
し
ま
す

侮
こ
の
感
想
文
募
集
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
媒
体
名
（
新
聞
、
ラ
ジ

オ
、
テ
レ
ビ
、
広
報
紙
、
そ
の
他
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

％
一
一
・
：
”
ニ

’79年版市勢要覧ができました観

市
で
は
七
十
九
年
版
市
勢
要

覧
「
と
お
か
ま
ち
」
を
二
千
部

つ
く
り
ま
し
た
．
ご
必
要
な

か
た
は
企
画
財
政
課
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

1

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

9
月
1
2
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
5
月

生
れ
の
人

域全

O
い七

』だくでいおはたかの月当亥4てくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

9
月
1
4
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
3
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

9
月
1
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

51

年
3
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

9
月
4
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
4
時

下
条
公
民
館

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

下
条
地
区

9
月
7
日

　
（
金
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

9
月
H
日

　
（
火
）

吉
田
出
張
所

・
田
地
区

9
月
1
8
日

　
（
火
）

水
沢
出
張
所

沢
地
区

9
月
2
6
日

　
（
水
）

十
日
町
公
民
館

5
年
9
月

～
H
月
生

れ
の
人

｛
日
町
・
川

治
・
六
箇
・

大
井
田
・
新

座
地
区

目
1
・
‘
　
盟

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

10

月
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
6
月

ル
れ
の
人

全
　
　
域

◎
交
通
事
故
無
料
相
談
日
…
9
月
3
日
月
ノ

◎
巡
回
内
職
相
談
日
…
…
…
9
月
21
日
團
又
：
．
…
市
役
所
市
民
相
談
室

○
：

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O
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’阪9／25
　　　　　　　　　　　口47号口

年8月25臼第3種郵便物認可（1部6円）編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）／毎月25日昭和54年8月25臼第3種

灘
激
鐡
灘
漿
簸
難

　
市
で
は
「
な
ん
で
も
気
軽
に
市
民

相
談
を
」
と
、
市
役
所
正
面
玄
関
を

入
っ
て
最
初
の
と
こ
ろ
に
市
民
相
談

室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

出
張
所
、
中
条
公
民
館
に
そ
れ
ぞ
れ

行
政
相
談
員
が
配
置
さ
れ
、
常
時
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
市
道
の
補
修
、
砂
利
敷
、
除
雪
な

ど
の
要
望
、
自
宅
近
く
の
工
場
騒
音

や
浄
化
槽
の
排
水
に
伴
う
悪
臭
、
道

路
の
機
械
除
雪
で
ブ
・
ッ
ク
が
こ
わ

さ
れ
た
が
い
つ
ま
で
も
直
し
て
く
れ

な
い
と
い
っ
た
行
政
相
続
。
交
通
事

故
、
遺
産
相
談
や
家
庭
問
題
な
ど
の

生
活
相
談
な
ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
お
困
り
の
こ
と
が
あ

盈
量
…

各種相談日一覧
相談の種別 日　　時 会　　　場

定例行政相談 毎月第3木曜日市民相談室

交通事故相談 毎月第1月曜日 〃

内　職相　談 毎月第3金曜日市役所内

高年齢者職業相談 毎　　　　　日
十日町市役所内
高年齢者職業相談

っ
た
ら
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

個
人
の
秘
密
事
項
は
厳
守
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を
通
じ
右
表
の
よ
う

な
相
談
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
．

第5

　回

§
量
§
富
』
2
9

賓
長
と
諺
る
β

十
月
一
日
（
月
）

時
間
　
午
後
四
時
～
八
時

会
場
　
市
役
所
・
市
長
室

※
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い

f
ー
・
ー
～
1
・
ー
・
1
～
ー
・
ー
ξ
1
と
ー
！
ー
、
ー
ξ
1
！
：
、
ー
－
、
I
I
、
ー
、
I
l
、
ー
旨
“
1
、
ー
ミ
ー
、
1
と
ー
、
ー
と
I
I
、
ー
、
ー
！
ー
、
し

◆試験日……11月11日（日）

◆試験地

　　新潟市、長岡市、上越市、新発田市、佐和田町

　　（希望の試験地で受験できます）

◆受付期間……9月25日㈹から10月15日（月）まで

　※郵送の場合は10月15日の消印のあるものまで有効

◆受験資格

　　昭和31年4月2日から37年4月1日までに生ま

　　れた人で、学歴は問わない

◆採用予定人員……十日町地域で10人程度

◆詳細は…十日町市教育委員会学校教育課（a7－3111

　　番内線272）

　新潟県人事委員会事務局　〒951新潟市一番堀通

　　町県庁分館内（80252囲5511番内線3579－3582）

十
月
十
四
日
か
ら

行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
週
間
が
十
月
十
四
日
㈲

か
ら
二
十
日
出
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
国
な
ど
の
業
務
に

つ
い
て
、
国
民
の
苦
情
や
要
望
、
意

見
を
受
け
て
、
そ
の
解
決
を
図
る
と

と
も
に
、
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立

た
せ
る
制
度
で
す
。

　
当
市
で
は
、
次
の
目
程
で
行
政
相

談
週
間
の
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
、

行
政
に
対
す
る
不
満
や
意
見
、
要
望

を
お
持
ち
の
か
た
は
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
．
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
　
合
同
相
談

目
時
　
十
月
十
七
目
（
水
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

会
場
　
市
役
所
大
会
議
室
（
四
階
）

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
、
市
行
政

　
相
談
員
、
市
役
所
各
課
担
当
者

　
　
　
　
嘘
．

　
　
定
伊
相
談

日
時
　
十
月
十
八
目
（
木
）

　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

会
場
　
市
役
所
市
民
相
談
室

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
、
市
行
政

　
相
談
員
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衆議院議頓．総選掌・暴嘉鶴鞭

　衆議院の解散による衆議院議員総選挙並びに最

高裁判所裁判官国民審査は、9月17日公示され、

10月7日投票が行われます。

　選挙は国民が国政に参加する唯一び）機会でもあ

1）ます。

　義理人情や買収供応によることなく、みなさん

が自分の1票に、責任と自覚をもって、明るく正

しい選挙をお願いします。

基
準
日
は
九
月
一
日

登
録
日
は
九
月
十
日

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
基
準
日
、

登
録
目
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、

九
月
一
日
現
在
で
九
月
十
目
に
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
選
挙
権

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
資
格

は
、
昭
和
丘
十
四
年
六
月
一
目
ま
で

に
十
日
町
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
、
引
き
続
き
十
日
町
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人
で
九
月
一
目
主
で

に
満
二
十
歳
（
昭
和
三
十
四
年
九
月

二
目
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
に
な

ら
れ
た
か
た
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
，

用
紙
は

　
　
「
白
地
に
赤
刷
り
」

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
用
紙

と
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
票
用
紙
を
同
時
に
渡
し
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
の
投
票
用
紙
は
「
白

地
に
赤
刷
り
」
で
す
。
投
票
用
紙
に

投
票
し
よ
う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名

を
ひ
と
り
だ
け
書
い
て
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

　
最
高
裁
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
は

「
白
地
に
黒
刷
り
」
で
す
。
裁
判
官

の
氏
名
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
（
＼

や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
だ
け
氏
名
の

上
に
×
印
を
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ

　
　
　
『
．
‘
汀
…

　
　
　
ご
　
　
＝
　
－
．

　
　
　
　
赴

　
　
　
二
皿
一
剤

　
　
　
二
．
、
』
ユ
＝

　
入
場
券
を

　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
入
場
券
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を

通
じ
、
十
月
一
日
頃
お
届
け
し
ま
す
。

　
投
票
（
不
在
者
投
票
も
含
む
）
に

行
く
と
き
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
紛
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い
か
た
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

　
入
場
券
の
届
か
な
い
か
た
は
、
選

挙
事
務
室
（
市
役
所
三
階
溶
七
－
三

一
二
番
有
放
五
二
五
一
四
番
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
投
票
の
時
間

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で

す
．
繰
上
げ
投
票
す
る
所
も
あ
り
ま

す
の
で
、
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時

問
内
に
投
票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の

　
　
　
　
で
き
る
期
間

　
投
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
ほ
か
の
用
務
等
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
選
挙
の
公
示
の
日
か
ら
投
票
目
の

前
日
ま
で
の
毎
目
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
市
役
所
三
階
の
選

挙
事
務
室
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

入
場
券
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

第
二
投
票
区
は

　
　
　
市
民
体
育
館
で

　
投
票
す
る
場
所
が
一
部
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
第
二

投
票
区
の
投
票
所
を
市
民
体
育
館
（
従

前
は
市
民
会
館
で
し
た
が
行
事
の
た

め
）
に
変
更
し
ま
し
た
の
で
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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　　十日町駅からお願い
　最近、十日町駅構内において、ポイントを

いたずらする、もっとも悪質な事件がおきて

います。

　事故が発生してからでは遅いのです。この

ようないたずらは絶対しないよう、子供をはじ

め、市民の皆さんのご協力をお願いします。

　また、駅構内の通行も非常に危険ぞすので、

やめるようお願いします。

十日町橋は橋桁補修、舗装工事

び）ため、一）ぎび）期間交通規制を

行います．なるべく、栄橋、

姿橋経由でお願いします。

9月17日～10月12日　片側通行

10月13日～12月10日　仮橋通行

12月11日～12月30日　片側通行

　大型車交通止（14t以上）

橋仮

卜日町→

一約200m

違
反
建
築
物
一
斉
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　
十
月
十
一
目
か
ら
十
七
日
は
、
違

反
建
築
防
止
週
問
で
す
．

　
十
日
町
土
木
事
務
所
お
よ
び
市
で

は
、
十
月
十
六
目
に
違
反
建
築
物
一

斉
公
開
パ
ト
・
i
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
建
築
す
る
時
は
、
建
築
確
認
を
受

け
て
か
ら
工
事
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
等
を
建
築
す
る
際
は
、
市
建

設
課
へ
建
築
確
認
申
請
を
行
い
、
建

築
主
事
の
確
認
を
受
け
て
か
ら
工
事

に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
確
認
を
受
け
な
い
で
着
工
す

る
と
、
違
反
建
築
と
な
り
、
建
築
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い

て
、
是
正
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き

　
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
は
、
つ

ぎ
の
書
類
を
添
付
し
、
市
建
設
課
を

経
由
し
、
土
木
事
務
所
建
築
主
事
へ

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、
、

▼
建
築
確
認
申
請
書
㊤
一
通
　
▼
建

築
確
認
通
知
書
圃
。
．
．
通
　
▼
建
築
計

画
概
要
書
一
通
　
▼
建
築
士
の
設
計

し
た
図
面
　
▼
手
数
料
千
五
百
円
以

上
面
積
に
ょ
り
算
定
　
▼
建
築
工
事

届
一
通

　
な
お
、
工
事
が
完
了
し
た
ら
、
完

了
し
た
日
か
ら
四
日
以
内
に
、
市
建

設
課
へ
工
事
完
了
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

間
伐
の
学
習
会
と

実
技
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　
杉
林
を
優
良
な
林
に
育
て
る
た
め

に
、
二
十
～
四
十
年
生
の
林
の
問
伐

は
た
い
せ
つ
な
作
業
で
す
．

　
つ
ぎ
の
要
項
で
学
習
会
等
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
っ
て
お

で
か
け
く
だ
さ
い
．
（
参
加
無
料
）

■
期
日
・
会
場
　
十
月
十
六
目
㈹

九
時
半
か
ら
　
市
民
会
館
で
学
習
会

十
二
時
半
か
ら
　
模
擬
林
で
実
技
コ

ン
ク
ー
ル
　
　
〔
雨
天
決
行
〕

臼
参
加
申
し
込
み
　
十
月
五
日
ま
で

に
森
林
組
合
へ
（
密
八
ー
三
二
五

番
有
線
四
六
二
一
六
）

主
催
　
林
業
改
良
協
会
、
森
林
組
合

　
当
日
は
昼
食
を
持
参
し
、
山
歩
き

の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

電
気
災
害
を
追
放
し
よ
う

　
電
気
設
備
や
器
具
は
古
く
な
る
と

傷
み
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
思
わ

一
十
年
目
を
迎
え
た
国
民
年
金

ぬ
漏
電
か
ら
の
人
身
事
故
や
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
「
漏
電
し
ゃ
断
器
」
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
漏
電
し
ゃ
断
器
」
は
万
一
漏
電

や
感
電
し
た
場
合
、
瞬
時
に
、
し
か

も
自
動
的
に
電
気
を
と
め
る
働
き
を

す
る
装
置
で
電
気
を
安
全
に
使
う
う

え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
目
の

問
、
東
北
電
力
と
電
気
工
事
組
合
で

は
「
漏
電
し
ゃ
断
器
取
り
付
け
推
進

運
動
」
を
展
開
中
で
す
。

　
相
談
や
申
し
込
み
は
、
電
気
工
事

店
ま
た
は
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

へ
ど
う
ぞ
。

　
一　

二
十
歳
か
ら
加
入
す
る
国
民
年
金

が
生
ま
れ
て
二
十
年
た
ち
ま
し
た
。

今
年
は
各
地
で
・
〆
、
の
祝
典
や
催
し
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
国
民
は
、
八
つ
の
公
的
年

金
の
ど
れ
か
に
加
入
す
る
こ
と
を
法

律
で
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
民

年
金
は
他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
農
林
漁
業
、
商
工
、
サ
ー
ビ

ス
、
自
由
業
な
ど
の
自
営
業
者
と
従

業
員
五
人
未
満
の
事
業
所
に
勤
め
る

人
と
そ
れ
ら
の
家
族
が
加
入
す
る
年

金
制
度
イ
．
・
す
．
、

　
こ
の
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
制

度
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
は
一
千
万
人
台

で
し
た
が
、
今
年
は
二
千
七
、
白
八
レ

万
人
に
も
増
え
て
い
て
、
わ
が
国
の

公
的
年
金
加
入
者
の
ト
ッ
プ
を
占
め

て
い
ま
す
．
、

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
が
誕
生
以
来

毎
年
改
善
を
続
け
、
昭
和
三
十
六
年

の
老
齢
年
金
月
額
（
二
十
五
年
納
付

の
場
合
）
二
千
円
が
、
今
で
は
三
万

九
千
二
百
二
十
五
円
と
二
十
倍
近
く

に
な
っ
た
こ
と
．
障
害
、
母
子
年
金

な
ど
も
二
十
倍
近
く
に
増
え
た
こ
と
．

　
ま
た
、
四
十
九
年
以
来
、
物
価
ス

ラ
イ
ド
に
よ
り
物
価
上
昇
分
が
年
金

に
上
乗
せ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
一

と
な
ど
が
刺
激
剤
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
あ
な
た
の
お
近
く
に
国
民
年
金

に
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
か
た
は
い

ま
せ
ん
か
。
未
加
入
者
に
は
ぜ
ひ
加

入
の
手
続
き
を
と
る
よ
う
す
す
め
て

く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
、
印
鑑
を
も
っ
て
市

民
課
国
民
年
金
係
（
雪
七
－
三
二

一
番
内
線
二
一
八
）
へ
ど
う
ぞ
。
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衆議院議頓．総選掌・暴嘉鶴鞭

　衆議院の解散による衆議院議員総選挙並びに最

高裁判所裁判官国民審査は、9月17日公示され、

10月7日投票が行われます。

　選挙は国民が国政に参加する唯一び）機会でもあ

1）ます。

　義理人情や買収供応によることなく、みなさん

が自分の1票に、責任と自覚をもって、明るく正

しい選挙をお願いします。

基
準
日
は
九
月
一
日

登
録
日
は
九
月
十
日

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
基
準
日
、

登
録
目
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、

九
月
一
日
現
在
で
九
月
十
目
に
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
選
挙
権

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
資
格

は
、
昭
和
丘
十
四
年
六
月
一
目
ま
で

に
十
日
町
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
、
引
き
続
き
十
日
町
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人
で
九
月
一
目
主
で

に
満
二
十
歳
（
昭
和
三
十
四
年
九
月

二
目
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
に
な

ら
れ
た
か
た
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
，

用
紙
は

　
　
「
白
地
に
赤
刷
り
」

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
用
紙

と
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
票
用
紙
を
同
時
に
渡
し
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
の
投
票
用
紙
は
「
白

地
に
赤
刷
り
」
で
す
。
投
票
用
紙
に

投
票
し
よ
う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名

を
ひ
と
り
だ
け
書
い
て
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

　
最
高
裁
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
は

「
白
地
に
黒
刷
り
」
で
す
。
裁
判
官

の
氏
名
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
（
＼

や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
だ
け
氏
名
の

上
に
×
印
を
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ

　
　
　
『
．
‘
汀
…

　
　
　
ご
　
　
＝
　
－
．

　
　
　
　
赴

　
　
　
二
皿
一
剤

　
　
　
二
．
、
』
ユ
＝

　
入
場
券
を

　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
入
場
券
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を

通
じ
、
十
月
一
日
頃
お
届
け
し
ま
す
。

　
投
票
（
不
在
者
投
票
も
含
む
）
に

行
く
と
き
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
紛
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い
か
た
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

　
入
場
券
の
届
か
な
い
か
た
は
、
選

挙
事
務
室
（
市
役
所
三
階
溶
七
－
三

一
二
番
有
放
五
二
五
一
四
番
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
投
票
の
時
間

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で

す
．
繰
上
げ
投
票
す
る
所
も
あ
り
ま

す
の
で
、
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時

問
内
に
投
票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の

　
　
　
　
で
き
る
期
間

　
投
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
ほ
か
の
用
務
等
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
選
挙
の
公
示
の
日
か
ら
投
票
目
の

前
日
ま
で
の
毎
目
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
市
役
所
三
階
の
選

挙
事
務
室
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

入
場
券
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

第
二
投
票
区
は

　
　
　
市
民
体
育
館
で

　
投
票
す
る
場
所
が
一
部
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
第
二

投
票
区
の
投
票
所
を
市
民
体
育
館
（
従

前
は
市
民
会
館
で
し
た
が
行
事
の
た

め
）
に
変
更
し
ま
し
た
の
で
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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　　十日町駅からお願い
　最近、十日町駅構内において、ポイントを

いたずらする、もっとも悪質な事件がおきて

います。

　事故が発生してからでは遅いのです。この

ようないたずらは絶対しないよう、子供をはじ

め、市民の皆さんのご協力をお願いします。

　また、駅構内の通行も非常に危険ぞすので、

やめるようお願いします。

十日町橋は橋桁補修、舗装工事

び）ため、一）ぎび）期間交通規制を

行います．なるべく、栄橋、

姿橋経由でお願いします。

9月17日～10月12日　片側通行

10月13日～12月10日　仮橋通行

12月11日～12月30日　片側通行

　大型車交通止（14t以上）

橋仮
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違
反
建
築
物
一
斉
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　
十
月
十
一
目
か
ら
十
七
日
は
、
違

反
建
築
防
止
週
問
で
す
．

　
十
日
町
土
木
事
務
所
お
よ
び
市
で

は
、
十
月
十
六
目
に
違
反
建
築
物
一

斉
公
開
パ
ト
・
i
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
建
築
す
る
時
は
、
建
築
確
認
を
受

け
て
か
ら
工
事
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
等
を
建
築
す
る
際
は
、
市
建

設
課
へ
建
築
確
認
申
請
を
行
い
、
建

築
主
事
の
確
認
を
受
け
て
か
ら
工
事

に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
確
認
を
受
け
な
い
で
着
工
す

る
と
、
違
反
建
築
と
な
り
、
建
築
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い

て
、
是
正
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き

　
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
は
、
つ

ぎ
の
書
類
を
添
付
し
、
市
建
設
課
を

経
由
し
、
土
木
事
務
所
建
築
主
事
へ

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、
、

▼
建
築
確
認
申
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書
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通
　
▼
建
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確
認
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書
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計
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面
　
▼
手
数
料
千
五
百
円
以

上
面
積
に
ょ
り
算
定
　
▼
建
築
工
事

届
一
通

　
な
お
、
工
事
が
完
了
し
た
ら
、
完

了
し
た
日
か
ら
四
日
以
内
に
、
市
建

設
課
へ
工
事
完
了
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

間
伐
の
学
習
会
と

実
技
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　
杉
林
を
優
良
な
林
に
育
て
る
た
め

に
、
二
十
～
四
十
年
生
の
林
の
問
伐

は
た
い
せ
つ
な
作
業
で
す
．

　
つ
ぎ
の
要
項
で
学
習
会
等
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
っ
て
お

で
か
け
く
だ
さ
い
．
（
参
加
無
料
）

■
期
日
・
会
場
　
十
月
十
六
目
㈹

九
時
半
か
ら
　
市
民
会
館
で
学
習
会

十
二
時
半
か
ら
　
模
擬
林
で
実
技
コ

ン
ク
ー
ル
　
　
〔
雨
天
決
行
〕

臼
参
加
申
し
込
み
　
十
月
五
日
ま
で

に
森
林
組
合
へ
（
密
八
ー
三
二
五

番
有
線
四
六
二
一
六
）

主
催
　
林
業
改
良
協
会
、
森
林
組
合

　
当
日
は
昼
食
を
持
参
し
、
山
歩
き

の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

電
気
災
害
を
追
放
し
よ
う

　
電
気
設
備
や
器
具
は
古
く
な
る
と

傷
み
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
思
わ

一
十
年
目
を
迎
え
た
国
民
年
金

ぬ
漏
電
か
ら
の
人
身
事
故
や
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
「
漏
電
し
ゃ
断
器
」
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
漏
電
し
ゃ
断
器
」
は
万
一
漏
電

や
感
電
し
た
場
合
、
瞬
時
に
、
し
か

も
自
動
的
に
電
気
を
と
め
る
働
き
を

す
る
装
置
で
電
気
を
安
全
に
使
う
う

え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
目
の

問
、
東
北
電
力
と
電
気
工
事
組
合
で

は
「
漏
電
し
ゃ
断
器
取
り
付
け
推
進

運
動
」
を
展
開
中
で
す
。

　
相
談
や
申
し
込
み
は
、
電
気
工
事

店
ま
た
は
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

へ
ど
う
ぞ
。

　
一　

二
十
歳
か
ら
加
入
す
る
国
民
年
金

が
生
ま
れ
て
二
十
年
た
ち
ま
し
た
。

今
年
は
各
地
で
・
〆
、
の
祝
典
や
催
し
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
国
民
は
、
八
つ
の
公
的
年

金
の
ど
れ
か
に
加
入
す
る
こ
と
を
法

律
で
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
民

年
金
は
他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
農
林
漁
業
、
商
工
、
サ
ー
ビ

ス
、
自
由
業
な
ど
の
自
営
業
者
と
従

業
員
五
人
未
満
の
事
業
所
に
勤
め
る

人
と
そ
れ
ら
の
家
族
が
加
入
す
る
年

金
制
度
イ
．
・
す
．
、

　
こ
の
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
制

度
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
は
一
千
万
人
台

で
し
た
が
、
今
年
は
二
千
七
、
白
八
レ

万
人
に
も
増
え
て
い
て
、
わ
が
国
の

公
的
年
金
加
入
者
の
ト
ッ
プ
を
占
め

て
い
ま
す
．
、

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
が
誕
生
以
来

毎
年
改
善
を
続
け
、
昭
和
三
十
六
年

の
老
齢
年
金
月
額
（
二
十
五
年
納
付

の
場
合
）
二
千
円
が
、
今
で
は
三
万

九
千
二
百
二
十
五
円
と
二
十
倍
近
く

に
な
っ
た
こ
と
．
障
害
、
母
子
年
金

な
ど
も
二
十
倍
近
く
に
増
え
た
こ
と
．

　
ま
た
、
四
十
九
年
以
来
、
物
価
ス

ラ
イ
ド
に
よ
り
物
価
上
昇
分
が
年
金

に
上
乗
せ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
一

と
な
ど
が
刺
激
剤
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
あ
な
た
の
お
近
く
に
国
民
年
金

に
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
か
た
は
い

ま
せ
ん
か
。
未
加
入
者
に
は
ぜ
ひ
加

入
の
手
続
き
を
と
る
よ
う
す
す
め
て

く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
、
印
鑑
を
も
っ
て
市

民
課
国
民
年
金
係
（
雪
七
－
三
二

一
番
内
線
二
一
八
）
へ
ど
う
ぞ
。
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国
際
的
版
画
家
一

じ
　
・
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：
　
　
・
　
◎
　
．

10月12・13・14日

午前9二〇〇～午後4二30

十日町市博物館

特別展示室

特
別
展
の
ご
案
内

　
　
博
物
館
で
は
十
月
十
二
、
十
三
、

　
十
四
日
の
三
日
間
、
星
裏
一
を
偲
ぶ

　
会
の
協
力
と
、
新
潟
日
報
社
・
十
日

　
町
新
聞
社
・
越
路
新
報
社
・
十
日
町

　
タ
イ
ム
ス
社
・
博
物
館
友
の
会
の
後

　
援
を
え
て
、
秋
期
特
別
展
「
星
裏
一

　
遺
作
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
去
る
六
月
、
お
し
ま
れ
つ

コ
木
つ
世
を
去
っ
た
国
際
的
版
画
家
、
星

ヤ

し
裏
一
の
作
品
を
集
め
、
そ
の
厳
し
さ

白「
と
極
限
美
で
世
界
を
魅
了
し
た
星
芸

　
術
の
足
跡
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う
も

　
の
で
す
。

　
　
同
氏
は
十
目
町
と
も
か
か
わ
り
が

　
深
く
、
こ
の
遺
作
展
も
夫
人
の
ご
好

　
意
で
全
国
に
先
が
け
て
行
わ
れ
る
も

　
の
で
、
新
・
旧
作
約
九
十
点
、
資
料

r大樹　赤」

導

　　　■星裏一略歴
1913　新潟県小出町生まれ

1932　台南師範卒

1946　戦後台湾より引揚
1949　日本版画協会賞受賞

1952　日本版画協会会員
1956　武蔵野美術学校卒（現武蔵野美術
　　　大学）

1959　国画会国画賞受賞

1960　国画会会員
1960・62・64・66　東京国際版画ヒ土ンナーレ展

1966　ジュネーブ日本現代版画展
1966　オクラホマ美術館日本現代版画

　　　10人展
1966　台北・国立歴史博物館現代日本版

　　　画展
1967　日米版画展（東京）

1967　サンパウロビエンナーレ展
1968　ロンドン現代日本版画展
1969　現代日本版画アメリカ巡回展
1971　ブラッセル現代日本版画展
1972　イタリー・カノレヒ。国際木版画トリ

　　　エンナーレ展
1974　ジャパンアートフェスティバル
1976　ジャパンアートフェスティバル
1976　ベルギー現代日本版画展
1978　全国縦断展

1979　没

約
三
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
期
問
中
、
作
者
自
選
に
よ
る

「
星
裏
一
版
画
集
」
も
販
売
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
作
品
は
も
と
よ
り
、

押
絵
、
エ
ッ
セ
イ
、
詩
な
ど
も
含
ま

れ
、
星
芸
術
の
全
貌
を
と
ら
え
た
大

冊
で
、
二
万
円
の
予
定
で
す
。

　
　
展
示
内
容

作
品
約
九
十
点

　
●
孔
版
画

　
●
初
期
木
版
画

　
●
星
座
シ
リ
ー
ズ

　
●
雪
の
玉
シ
リ
ー
ズ

　
●
地
平
シ
リ
ー
ズ

　
●
樹
シ
リ
ー
ズ

資
料
約
三
十
点

　
●
画
集
・
新
聞
・
雑
誌
・
装
丁
本
．

　
　
カ
レ
ン
ダ
ー
・
賀
状
・
孔
版
・

　
　
そ
の
他

5）””1“1””“1”il“”1“”iとrお』解夢3」サ甥」ら琶緬”ml”””1”1”“”1””””1”51謄1””91“1量（第3種郵便物認可）昭和54年9月25目

巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
窒
關
設

体
育
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
地
区
を
対
象
に
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
巡
回
ス
ポ
ー

ツ
教
室
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

は、働く若人が余暇を楽しく

ただくための憩いと教養の広

や教養講座、レジャー、スポ

行事が計画され、次の講座の

います．あなたも青少年ホー

ませんか。

期
日
・
会
場

名
ケ
山
地
区
　
十
月
二
目
、
十
一
月

　
三
日
、
　
名
ケ
山
小
体
育
館

真
田
地
区
　
十
月
十
二
日
、
十
一
月

　
二
目
、
真
田
小
体
育
館

東
下
組
地
区
　
十
月
十
五
日
、
十
一

　
月
五
日
、
東
下
組
小
体
育
館

馬
水
地
区
　
十
月
十
六
目
、
十
一
月

　
六
日
、
馬
場
小
体
育
館

飛
渡
地
区
　
十
月
十
九
目
、
十
一
月

　
九
日
、
飛
渡
第
二
小
体
育
館

時
間
　
午
後
七
時
半
～
九
時
半

内
容
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
、
民
踊
、
体
力
テ
ス
ト

対
象
　
老
若
男
女
、
ど
な
た
で
も

講
師
　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員

　
お
問
い
合
せ
は
、
市
民
体
育
館
（
8

七
ー
五
二
〇
八
番
）
へ
。

市
民
大
学
講
座

“
中
年
の
行
動
学
”

　
　
　
　
二
回
目
　
十
月
九
日

　
八
十
年
代
に
向
け
て
の
中
年
の
行

動
学
を
テ
ー
マ
に
市
民
大
学
講
座
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

次
回
　
十
月
九
日
、
夜
七
時
～
九
時

第13回市民スポーツ大会
　　　期日10月10日（体育の目）

囹庭　球……◆信濃川運動公園コート

　　　　　◆午前9時から

囹卓　球……◆十日町市民体育館

　　　　　◆午前8時半から
囹排　球……◆十日町中学校体育館

　　　　　◆午前9時から

囹野　球……◆信濃川運動公園・市営

　　　　　　グラウンド

　　　　　◆午前8時半から
囹籠　球……◆十日町高・西小体育館

　　　　　◆午前8時から

囹陸　上……◆十日町高校グラウンド

　競技　◆午前9時から

囹バドミ……◆市民体育館
　ントン　10月14日（日）午前8時半から

ホ

さ
集
し

　雛

　勤労青

有意義に

場です。

一ツにと

の受講生

ムに足を

講座名 曜　日 定員 講　師 時間 受講料
（教材費含）

茶道
毎週

　月曜日
15人

徳永久美子

（宗偏流）

PM

6：30
　～

8．30

3，000円

（6ヵ月）

花道
第1、3
　木曜日

20人
太田千代子

（草月流）

〃

7，200円

（6ヵ月）

花道
第2、4
　木曜日

20人 〃 〃

7，200円

（6ヵ月）

料理
水曜目
（月2回）

20人
十日町服飾

専門学校
〃

3，600円

（6ヵ月）

実施期間　10月～来年3月

受講できる人　市内で働いている25歳以下の青

　少年

申込方法　ホーム事務室（87－8918番）へ。

開館時間　平日　午後1時～9時
　　　　　土曜目　午前10時～午後5時

※日曜日・祝日は休館日です。

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

講
師
　
成
城
大
学
教
授
　
石
川
弘
義

リ
ウ
マ
チ
友
の
会

秋
の
親
睦
会
ご
案
内

　
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
で
は
、
左
記
に

よ
り
秋
の
親
睦
会
を
開
き
ま
す
。
日

頃
の
悩
み
、
知
り
た
い
こ
と
、
良
か

っ
た
こ
と
等
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
、

一
目
楽
し
く
過
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
四
日
㈲
　
午
前
十
時

　
　
～
午
後
四
時
頃
ま
で

場
所
　
四
ッ
宮
荘

　
　
　
（
昼
食
は
い
り
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
先
　
小
海
清
司
（
8
二

　
　
　
　
　
－
三
二
二
五
番
）

　　　　市展にピうぞ
会期鐙短2日鋤13β働　’灘品

　　華鮪9時卿牟後8鱒　　第1部　　1
　　憩蒋14β㈲　　　　　第2部　　審

　　　　　　　　　　　第3部　　潮
　　午離9時緬午後4墜
　　　　　　　　一）　辮4部1　鐸
会場相肺公購　　第5雛：
徽入　10月6欝御　　　　　　第6部，　｛

　　ギ葡9疇～午後8時半　第7部　　≦

欝
瞬
衛
塑
叢
遵
爽

　
　
葵

本
　
　
い

　
　
膨

儲
灘
新
彫
工
餐
写
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国
際
的
版
画
家
一

じ
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
　
　
・
　
◎
　
．

10月12・13・14日

午前9二〇〇～午後4二30

十日町市博物館

特別展示室

特
別
展
の
ご
案
内

　
　
博
物
館
で
は
十
月
十
二
、
十
三
、

　
十
四
日
の
三
日
間
、
星
裏
一
を
偲
ぶ

　
会
の
協
力
と
、
新
潟
日
報
社
・
十
日

　
町
新
聞
社
・
越
路
新
報
社
・
十
日
町

　
タ
イ
ム
ス
社
・
博
物
館
友
の
会
の
後

　
援
を
え
て
、
秋
期
特
別
展
「
星
裏
一

　
遺
作
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
去
る
六
月
、
お
し
ま
れ
つ

コ
木
つ
世
を
去
っ
た
国
際
的
版
画
家
、
星

ヤ

し
裏
一
の
作
品
を
集
め
、
そ
の
厳
し
さ

白「
と
極
限
美
で
世
界
を
魅
了
し
た
星
芸

　
術
の
足
跡
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う
も

　
の
で
す
。

　
　
同
氏
は
十
目
町
と
も
か
か
わ
り
が

　
深
く
、
こ
の
遺
作
展
も
夫
人
の
ご
好

　
意
で
全
国
に
先
が
け
て
行
わ
れ
る
も

　
の
で
、
新
・
旧
作
約
九
十
点
、
資
料

r大樹　赤」

導

　　　■星裏一略歴
1913　新潟県小出町生まれ

1932　台南師範卒

1946　戦後台湾より引揚
1949　日本版画協会賞受賞

1952　日本版画協会会員
1956　武蔵野美術学校卒（現武蔵野美術
　　　大学）

1959　国画会国画賞受賞

1960　国画会会員
1960・62・64・66　東京国際版画ヒ土ンナーレ展

1966　ジュネーブ日本現代版画展
1966　オクラホマ美術館日本現代版画

　　　10人展
1966　台北・国立歴史博物館現代日本版

　　　画展
1967　日米版画展（東京）

1967　サンパウロビエンナーレ展
1968　ロンドン現代日本版画展
1969　現代日本版画アメリカ巡回展
1971　ブラッセル現代日本版画展
1972　イタリー・カノレヒ。国際木版画トリ

　　　エンナーレ展
1974　ジャパンアートフェスティバル
1976　ジャパンアートフェスティバル
1976　ベルギー現代日本版画展
1978　全国縦断展

1979　没

約
三
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
期
問
中
、
作
者
自
選
に
よ
る

「
星
裏
一
版
画
集
」
も
販
売
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
作
品
は
も
と
よ
り
、

押
絵
、
エ
ッ
セ
イ
、
詩
な
ど
も
含
ま

れ
、
星
芸
術
の
全
貌
を
と
ら
え
た
大

冊
で
、
二
万
円
の
予
定
で
す
。

　
　
展
示
内
容

作
品
約
九
十
点

　
●
孔
版
画

　
●
初
期
木
版
画

　
●
星
座
シ
リ
ー
ズ

　
●
雪
の
玉
シ
リ
ー
ズ

　
●
地
平
シ
リ
ー
ズ

　
●
樹
シ
リ
ー
ズ

資
料
約
三
十
点

　
●
画
集
・
新
聞
・
雑
誌
・
装
丁
本
．

　
　
カ
レ
ン
ダ
ー
・
賀
状
・
孔
版
・

　
　
そ
の
他
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巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
窒
關
設

体
育
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
地
区
を
対
象
に
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
巡
回
ス
ポ
ー

ツ
教
室
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

は、働く若人が余暇を楽しく

ただくための憩いと教養の広

や教養講座、レジャー、スポ

行事が計画され、次の講座の

います．あなたも青少年ホー

ませんか。

期
日
・
会
場

名
ケ
山
地
区
　
十
月
二
目
、
十
一
月

　
三
日
、
　
名
ケ
山
小
体
育
館

真
田
地
区
　
十
月
十
二
日
、
十
一
月

　
二
目
、
真
田
小
体
育
館

東
下
組
地
区
　
十
月
十
五
日
、
十
一

　
月
五
日
、
東
下
組
小
体
育
館

馬
水
地
区
　
十
月
十
六
目
、
十
一
月

　
六
日
、
馬
場
小
体
育
館

飛
渡
地
区
　
十
月
十
九
目
、
十
一
月

　
九
日
、
飛
渡
第
二
小
体
育
館

時
間
　
午
後
七
時
半
～
九
時
半

内
容
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
、
民
踊
、
体
力
テ
ス
ト

対
象
　
老
若
男
女
、
ど
な
た
で
も

講
師
　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員

　
お
問
い
合
せ
は
、
市
民
体
育
館
（
8

七
ー
五
二
〇
八
番
）
へ
。

市
民
大
学
講
座

“
中
年
の
行
動
学
”

　
　
　
　
二
回
目
　
十
月
九
日

　
八
十
年
代
に
向
け
て
の
中
年
の
行

動
学
を
テ
ー
マ
に
市
民
大
学
講
座
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

次
回
　
十
月
九
日
、
夜
七
時
～
九
時

第13回市民スポーツ大会
　　　期日10月10日（体育の目）

囹庭　球……◆信濃川運動公園コート

　　　　　◆午前9時から

囹卓　球……◆十日町市民体育館

　　　　　◆午前8時半から
囹排　球……◆十日町中学校体育館

　　　　　◆午前9時から

囹野　球……◆信濃川運動公園・市営

　　　　　　グラウンド

　　　　　◆午前8時半から
囹籠　球……◆十日町高・西小体育館

　　　　　◆午前8時から

囹陸　上……◆十日町高校グラウンド

　競技　◆午前9時から

囹バドミ……◆市民体育館
　ントン　10月14日（日）午前8時半から

ホ

さ
集
し

　雛

　勤労青

有意義に

場です。

一ツにと

の受講生

ムに足を

講座名 曜　日 定員 講　師 時間 受講料
（教材費含）

茶道
毎週

　月曜日
15人

徳永久美子

（宗偏流）

PM

6：30
　～

8．30

3，000円

（6ヵ月）

花道
第1、3
　木曜日

20人
太田千代子

（草月流）

〃

7，200円

（6ヵ月）

花道
第2、4
　木曜日

20人 〃 〃

7，200円

（6ヵ月）

料理
水曜目
（月2回）

20人
十日町服飾

専門学校
〃

3，600円

（6ヵ月）

実施期間　10月～来年3月

受講できる人　市内で働いている25歳以下の青

　少年

申込方法　ホーム事務室（87－8918番）へ。

開館時間　平日　午後1時～9時
　　　　　土曜目　午前10時～午後5時

※日曜日・祝日は休館日です。

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

講
師
　
成
城
大
学
教
授
　
石
川
弘
義

リ
ウ
マ
チ
友
の
会

秋
の
親
睦
会
ご
案
内

　
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
で
は
、
左
記
に

よ
り
秋
の
親
睦
会
を
開
き
ま
す
。
日

頃
の
悩
み
、
知
り
た
い
こ
と
、
良
か

っ
た
こ
と
等
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
、

一
目
楽
し
く
過
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
四
日
㈲
　
午
前
十
時

　
　
～
午
後
四
時
頃
ま
で

場
所
　
四
ッ
宮
荘

　
　
　
（
昼
食
は
い
り
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
先
　
小
海
清
司
（
8
二

　
　
　
　
　
－
三
二
二
五
番
）

　　　　市展にピうぞ
会期鐙短2日鋤13β働　’灘品

　　華鮪9時卿牟後8鱒　　第1部　　1
　　憩蒋14β㈲　　　　　第2部　　審

　　　　　　　　　　　第3部　　潮
　　午離9時緬午後4墜
　　　　　　　　一）　辮4部1　鐸
会場相肺公購　　第5雛：
徽入　10月6欝御　　　　　　第6部，　｛

　　ギ葡9疇～午後8時半　第7部　　≦

欝
瞬
衛
塑
叢
遵
爽

　
　
葵

本
　
　
い

　
　
膨

儲
灘
新
彫
工
餐
写
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昭和53年度募金の使いみち

　
十
月
一
日
か
ら
年
末
ま

で
の
三
ヵ
月
間
、
民
間
の

自
主
的
な
運
動
で
赤
い
羽

根
共
同
募
金
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
体
の
不

自
由
な
人
、
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
な
ど
、
恵
ま
れ
な

い
人
た
ち
に
思
い
や
り
や

助
け
あ
い
の
心
を
お
届
け

す
る
も
の
で
す
。

　
経
済
不
況
下
の
折
恐
縮

で
す
が
、
ね
た
き
り
老
人
、

長
い
病
床
生
活
者
、
重
度
心

身
障
害
者
の
た
め
に
応
分

の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
は
目
標
額

を
上
回
る
五
百
八
十
九
万

九
千
円
余
り
の
善
意
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
、
左
表
の
と
お
り
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
紙
上
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。（

共
同
募
金
会
十
日
町
市
友
の
会
）

愛
の
協
力
募
金

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

一
ヵ
月
間
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
月
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
愛
の
協
力
募
金
が
行
わ

れ
、
八
十
六
万
六
千
六
百
九
十
円
（
九

月
十
日
現
在
）
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
の
お
金
は
、
罪
を
犯
し
た
青
少

年
の
更
正
保
護
、
予
防
活
動
の
た
め

使　　い　　み　　ち 金額（円）

被（要）保護世帯、長期入院患者、施

設入所者等の歳末慰間等に
1，697，725

県内民間福祉施設に 1，045，000

児童遊園地に 200，000

敬老事業に 500，000

寝具乾燥に（ねたきり老人、重度障

害者）
450，000

老人福祉事業に（老人クラブ等） 307，085

児童福祉事業に（へき地、季節、

無認可保育所等）
1，200，000

身体障害者福祉事業に 450，000

母子福祉会に 50，000

合　　　　　計 5，899，810

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
り
保
護
司
会
力

　
有
線
放
送
と
公
社
電
鰭

　
の
接
続
中
止
に
つ
い
て

　
十
β
町
市
農
業
協
同
組
合
で
は
、

有
線
放
送
電
話
の
蛮
社
接
続
を
十
月

三
十
一
日
正
午
で
中
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
公
社
電
話
の
普
及
が
進

一
み
、
有
線
放
送
電
話
の
公
社
接
続
が

昭
和
四
十
八
年
頃
の
十
分
の
一
く
ら

い
に
減
少
し
た
こ
と
で
、
有
線
放
送

電
話
の
公
社
接
続
は
、
社
会
的
な
使

命
を
は
た
し
お
え
た
も
の
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

　
な
お
、
公
社
接
続
を
や
め
た
後
の

有
線
放
送
電
話
は
、
放
送
と
有
線
相

互
通
話
で
運
営
し
ま
す
。

わ
た
し
の
提
言

「
障
害
者
の
雇
用
を
す
す
め
る
に
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
文
募
集

　
身
体
障
宅
者
雇
用
促
進
協
会
で
は
、

身
体
障
害
者
及
び
、
精
神
薄
弱
者
の

職
域
の
拡
大
、
雇
用
管
理
の
向
上
、

職
業
能
力
の
開
発
な
ど
、
障
害
者
の

雇
用
に
関
す
る
論
文
を
つ
ぎ
の
要
領

で
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

十
～
十
五
枚
程
度
と
し
、
原
稿
用
紙

の
第
一
ぺ
ー
ジ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
（
具
体
的
に
）
、
郵
便
番

号
、
電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と
。

応
募
資
格
　
国
内
在
住
の
個
人
に
限

り
ま
す
。
日
本
語
（
点
字
で
も
可
）

で
書
い
た
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま

す
。締

　
切
　
十
月
十
日
（
消
印
有
効
）

送
付
先
　
〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
一
丁
目
　
虎
ノ
門
東
相
ビ
ル

内
　
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

「
論
文
募
集
」
係

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市
・
商

工
課
（
8
七
±
三
一
一
番
内
線
二
四

三
）
へ
。

一司のみなさんへ
　10月期（6月分～9月分）の児童手当が、10月9臼にみ
なさんの指定された金融機関のロ座に振り込みになります。

　支給額は、3人以上の児童のうち出生順に数えて3人目
以降の義務教育終了前の児童1人につき月額5，000円、市民

税の所得割額のない受給者には月額6，000円でず。

　なお￥10周支給分より市民税の所得割額がない受給者に

は月額6，500円が支総される予定になっています。（所得割

額のある受総者は5，000円で据置です。）

重
o
¢
¢
o
重
o
り
壺
画
典
壺
o
壺
廼
重
砺
o
重
典
o
垂
唾
通
¢
唾
重
o

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
8
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
考
は
市
役
所
商
工
諜
内
溝
費
者
筋
会
へ
）

7臼

月
1
3
ウ
日
サ
ギ

ス
テ
垂
当レ書
）
オ

一A

oCア
薯
ブ
キ
，
レ
イ
ト
ヤ
驚
1
ク

A
大
ス
レ
ン
、 “

ソ

バス
ィズ

乙キ
ノく

ン
ノく
ン

プゴ

ラ
ザ
ム
甕
）

A
セ
イ
諏
塗
男
◆
一
計

（
ブ
ラ
ザ
ル
↓
ガ
ン

（ラ
どテ

Tカ

げセF

X
窺

品
名
ゆ
ず
り
ま
す

四
　
匹

μ 〃 ” 〃 ” β 〃 中
古

規
絡

無
料

三
万
五
千
円

根
談
で

三
万
需

三
万
五
筆
円

工
万
円

相
談
で

三
万
円

三三
万万
五～

千
円

希
望
価
格

電
動
芝
刈
機

（ノく

0
㏄
～
イ
㏄
ク

品
名

ゆ
ず
つ
て
麹
く
だ
さ
い

躍 中
古

規
絡

μ

拐
談
で

希
望
無
格
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昭
和
五
十
四
年
度
第
二
回
目
の
狂

犬
病
予
防
注
射
と
未
登
録
犬
の
登
録

を
裏
面
日
程
表
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
九

十
一
日
（
三
ヵ
月
）
以
上
の
犬
は
必

ず
年
一
回
の
登
録
と
年
二
回
（
春
・

秋
）
の
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
か

た
は
、
目
程
表
の
都
合
の
よ
い
場
所

で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
登
録
、

注
射
に
要
す
る
手
数
料
は
つ
ぎ
の
と

囎一一一一〇一じ

一
…
書

…
込

一
申

…
射

｝
注

…
の

…
犬

一
…
度

…
年

…
5
4

一一一一一
ー
：
：
：
：
：
－
：
：
：
：
－
－
き
　
り
と

お
り
で
す
。

　
未
登
録
犬

登
録
済
犬

町（部落）名

世帯主氏名
電話・有線番号

一犬　の　種　類

〃　　年　齢 歳　　　ヵ月

〃　　毛　色

〃　　性　別 オス　・　メス

〃　　名　前

〃　　体　格 大・中　・小

三
千
三
百
円
（
登
録

と
注
射
）

千
三
百
円
（
注
射
の

み
）

　
都
合
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
三
日
間

に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
犬
は
、
獣
医

師
の
訪
問
に
よ
り
注
射
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合

　
未
登
録
犬
　
四
千
六
百
円
（
登
録

　
　
　
　
　
　
と
注
射
）

り
線
…
－
，
，
、
…
し
…
：
：
…
，
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

会場に持参するもの

　1．この申込書

　2．手　数　料

　　　　登録済犬1，300円（注射のみ）

　　　　未登録犬3，300円（登録と注射）

　3．印　　　鑑

　4．愛犬手帳
　　　　　　　　　　Nα

　
登
録
済
犬
　
二
千
六
百
円
（
注
射

　
　
　
　
　
　
の
み
）

　
登
録
と
注
射
が
終
る
と
そ
の
場
で
、

鑑
札
、
注
射
済
票
、
飼
犬
の
標
識
を

お
渡
し
し
ま
す
。
鑑
札
と
注
射
済
票

は
必
ず
首
輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
標
識
は
玄
関
の
見
や
す
い
所

に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
会
場
に
お
い

で
に
な
る
時
に
は
、
こ
の
申
込
用
紙

に
記
入
の
う
え
切
り
．
取
り
、
料
金
、

印
鑑
及
び
春
お
渡
し
し
た
愛
犬
手
帳

を
あ
わ
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
自
分
で
買
う
こ
と
の
で
き
な
く
な

っ
た
犬
、
ね
こ
の
引
き
取
り
は
毎
週

木
曜
日
の
午
前
十
一
時
ま
で
で
す
が
、

予
約
制
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
引
き

取
っ
て
も
ら
い
た
い
か
た
は
事
前
に

　　　獄滋i藁糠難
と　き　10月4日休）／午前10時～午後3時

ところ　吉沢織物㈱（昭和町工場）

と　き　10月5日働／午前10時～午後3時

ところ睦織物㈱

■血液性化学検査の結果について
　4月～7月の献血分までが保健課に届いて

星議欝継：謝難靭

電
話
（
七
－
二
四
〇
〇
・
七
ー
二
四

〇
一
）
で
予
約
を
し
て
か
ら
保
健
所

に
連
れ
て
く
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
引
き
取
り
手
数
料
は
千
円
（
県

収
入
証
紙
V
で
す
。

　　騰織雛難，§麟，

固定資産税第3期

　納期9月17日～10月1日まで

◎納税は便利なロ座振替で……

　お申し込みはお近くの銀行や

　農協の窓ロでどうぞ

原付自転糞もヘルメット警周を

☆

弘

一
毒
v
嚢
嚢
ー
毒
き
富
難
…
…
…
…
，
一

…
7
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
｝

…
　
　
　
　
奮
2
の
2
9
5
7
番
皿

一
1
0
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

　
　
　
　
　
　
B
5
の
2
0
0
3
番
皿

㎜
14
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
3
南
）
…

一
　
　
　
　
奮
7
の
5
5
6
6
番
一

…
21
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

㎜
　
　
誉
の
3
2
7
6
番
…

㎜
2
8
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
－
）
　
…

…
　
　
　
　
告
2
の
2
5
8
1
番
…

住
宅
金
融
公
庫
個
人
住
宅

建
設
資
金
申
し
込
み
受
付

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅

建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
付
を
、
つ

ぎ
の
要
項
で
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
昭
和
五
十
四
年
十
月
一

日
㈲
～
十
月
二
十
七
目
団
ま
で

選
定
方
法
　
選
着
順
に
よ
り
無
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。

申
込
み
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

◎
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
所
（
燈

〇
二
七
二
－
三
二
ー
六
六
五
五
番
）

ま
た
は
、
近
く
の
公
庫
業
務
取
扱
金

融
機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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昭和53年度募金の使いみち

　
十
月
一
日
か
ら
年
末
ま

で
の
三
ヵ
月
間
、
民
間
の

自
主
的
な
運
動
で
赤
い
羽

根
共
同
募
金
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
体
の
不

自
由
な
人
、
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
な
ど
、
恵
ま
れ
な

い
人
た
ち
に
思
い
や
り
や

助
け
あ
い
の
心
を
お
届
け

す
る
も
の
で
す
。

　
経
済
不
況
下
の
折
恐
縮

で
す
が
、
ね
た
き
り
老
人
、

長
い
病
床
生
活
者
、
重
度
心

身
障
害
者
の
た
め
に
応
分

の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
は
目
標
額

を
上
回
る
五
百
八
十
九
万

九
千
円
余
り
の
善
意
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
、
左
表
の
と
お
り
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
紙
上
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。（

共
同
募
金
会
十
日
町
市
友
の
会
）

愛
の
協
力
募
金

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

一
ヵ
月
間
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
月
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
愛
の
協
力
募
金
が
行
わ

れ
、
八
十
六
万
六
千
六
百
九
十
円
（
九

月
十
日
現
在
）
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
の
お
金
は
、
罪
を
犯
し
た
青
少

年
の
更
正
保
護
、
予
防
活
動
の
た
め

使　　い　　み　　ち 金額（円）

被（要）保護世帯、長期入院患者、施

設入所者等の歳末慰間等に
1，697，725

県内民間福祉施設に 1，045，000

児童遊園地に 200，000

敬老事業に 500，000

寝具乾燥に（ねたきり老人、重度障

害者）
450，000

老人福祉事業に（老人クラブ等） 307，085

児童福祉事業に（へき地、季節、

無認可保育所等）
1，200，000

身体障害者福祉事業に 450，000

母子福祉会に 50，000

合　　　　　計 5，899，810

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
り
保
護
司
会
力

　
有
線
放
送
と
公
社
電
鰭

　
の
接
続
中
止
に
つ
い
て

　
十
β
町
市
農
業
協
同
組
合
で
は
、

有
線
放
送
電
話
の
蛮
社
接
続
を
十
月

三
十
一
日
正
午
で
中
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
公
社
電
話
の
普
及
が
進

一
み
、
有
線
放
送
電
話
の
公
社
接
続
が

昭
和
四
十
八
年
頃
の
十
分
の
一
く
ら

い
に
減
少
し
た
こ
と
で
、
有
線
放
送

電
話
の
公
社
接
続
は
、
社
会
的
な
使

命
を
は
た
し
お
え
た
も
の
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

　
な
お
、
公
社
接
続
を
や
め
た
後
の

有
線
放
送
電
話
は
、
放
送
と
有
線
相

互
通
話
で
運
営
し
ま
す
。

わ
た
し
の
提
言

「
障
害
者
の
雇
用
を
す
す
め
る
に
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
文
募
集

　
身
体
障
宅
者
雇
用
促
進
協
会
で
は
、

身
体
障
害
者
及
び
、
精
神
薄
弱
者
の

職
域
の
拡
大
、
雇
用
管
理
の
向
上
、

職
業
能
力
の
開
発
な
ど
、
障
害
者
の

雇
用
に
関
す
る
論
文
を
つ
ぎ
の
要
領

で
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

十
～
十
五
枚
程
度
と
し
、
原
稿
用
紙

の
第
一
ぺ
ー
ジ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
（
具
体
的
に
）
、
郵
便
番

号
、
電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と
。

応
募
資
格
　
国
内
在
住
の
個
人
に
限

り
ま
す
。
日
本
語
（
点
字
で
も
可
）

で
書
い
た
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま

す
。締

　
切
　
十
月
十
日
（
消
印
有
効
）

送
付
先
　
〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
一
丁
目
　
虎
ノ
門
東
相
ビ
ル

内
　
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

「
論
文
募
集
」
係

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
市
・
商

工
課
（
8
七
±
三
一
一
番
内
線
二
四

三
）
へ
。

一司のみなさんへ
　10月期（6月分～9月分）の児童手当が、10月9臼にみ
なさんの指定された金融機関のロ座に振り込みになります。

　支給額は、3人以上の児童のうち出生順に数えて3人目
以降の義務教育終了前の児童1人につき月額5，000円、市民

税の所得割額のない受給者には月額6，000円でず。

　なお￥10周支給分より市民税の所得割額がない受給者に

は月額6，500円が支総される予定になっています。（所得割

額のある受総者は5，000円で据置です。）

重
o
¢
¢
o
重
o
り
壺
画
典
壺
o
壺
廼
重
砺
o
重
典
o
垂
唾
通
¢
唾
重
o

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
8
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
考
は
市
役
所
商
工
諜
内
溝
費
者
筋
会
へ
）

7臼

月
1
3
ウ
日
サ
ギ

ス
テ
垂
当レ書
）
オ

一A

oCア
薯
ブ
キ
，
レ
イ
ト
ヤ
驚
1
ク

A
大
ス
レ
ン
、 “

ソ

バス
ィズ

乙キ
ノく

ン
ノく
ン

プゴ

ラ
ザ
ム
甕
）

A
セ
イ
諏
塗
男
◆
一
計

（
ブ
ラ
ザ
ル
↓
ガ
ン

（ラ
どテ

Tカ

げセF

X
窺

品
名
ゆ
ず
り
ま
す

四
　
匹

μ 〃 ” 〃 ” β 〃 中
古

規
絡

無
料

三
万
五
千
円

根
談
で

三
万
需

三
万
五
筆
円

工
万
円

相
談
で

三
万
円

三三
万万
五～

千
円

希
望
価
格

電
動
芝
刈
機

（ノく

0
㏄
～
イ
㏄
ク

品
名

ゆ
ず
つ
て
麹
く
だ
さ
い

躍 中
古

規
絡

μ

拐
談
で

希
望
無
格
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昭
和
五
十
四
年
度
第
二
回
目
の
狂

犬
病
予
防
注
射
と
未
登
録
犬
の
登
録

を
裏
面
日
程
表
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
九

十
一
日
（
三
ヵ
月
）
以
上
の
犬
は
必

ず
年
一
回
の
登
録
と
年
二
回
（
春
・

秋
）
の
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
か

た
は
、
目
程
表
の
都
合
の
よ
い
場
所

で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
登
録
、

注
射
に
要
す
る
手
数
料
は
つ
ぎ
の
と

囎一一一一〇一じ

一
…
書

…
込

一
申

…
射

｝
注

…
の

…
犬

一
…
度

…
年

…
5
4

一一一一一
ー
：
：
：
：
：
－
：
：
：
：
－
－
き
　
り
と

お
り
で
す
。

　
未
登
録
犬

登
録
済
犬

町（部落）名

世帯主氏名
電話・有線番号

一犬　の　種　類

〃　　年　齢 歳　　　ヵ月

〃　　毛　色

〃　　性　別 オス　・　メス

〃　　名　前

〃　　体　格 大・中　・小

三
千
三
百
円
（
登
録

と
注
射
）

千
三
百
円
（
注
射
の

み
）

　
都
合
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
三
日
間

に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
犬
は
、
獣
医

師
の
訪
問
に
よ
り
注
射
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合

　
未
登
録
犬
　
四
千
六
百
円
（
登
録

　
　
　
　
　
　
と
注
射
）

り
線
…
－
，
，
、
…
し
…
：
：
…
，
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

会場に持参するもの

　1．この申込書

　2．手　数　料

　　　　登録済犬1，300円（注射のみ）

　　　　未登録犬3，300円（登録と注射）

　3．印　　　鑑

　4．愛犬手帳
　　　　　　　　　　Nα

　
登
録
済
犬
　
二
千
六
百
円
（
注
射

　
　
　
　
　
　
の
み
）

　
登
録
と
注
射
が
終
る
と
そ
の
場
で
、

鑑
札
、
注
射
済
票
、
飼
犬
の
標
識
を

お
渡
し
し
ま
す
。
鑑
札
と
注
射
済
票

は
必
ず
首
輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
標
識
は
玄
関
の
見
や
す
い
所

に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
会
場
に
お
い

で
に
な
る
時
に
は
、
こ
の
申
込
用
紙

に
記
入
の
う
え
切
り
．
取
り
、
料
金
、

印
鑑
及
び
春
お
渡
し
し
た
愛
犬
手
帳

を
あ
わ
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
自
分
で
買
う
こ
と
の
で
き
な
く
な

っ
た
犬
、
ね
こ
の
引
き
取
り
は
毎
週

木
曜
日
の
午
前
十
一
時
ま
で
で
す
が
、

予
約
制
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
引
き

取
っ
て
も
ら
い
た
い
か
た
は
事
前
に

　　　獄滋i藁糠難
と　き　10月4日休）／午前10時～午後3時

ところ　吉沢織物㈱（昭和町工場）

と　き　10月5日働／午前10時～午後3時

ところ睦織物㈱

■血液性化学検査の結果について
　4月～7月の献血分までが保健課に届いて

星議欝継：謝難靭

電
話
（
七
－
二
四
〇
〇
・
七
ー
二
四

〇
一
）
で
予
約
を
し
て
か
ら
保
健
所

に
連
れ
て
く
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
引
き
取
り
手
数
料
は
千
円
（
県

収
入
証
紙
V
で
す
。

　　騰織雛難，§麟，

固定資産税第3期

　納期9月17日～10月1日まで

◎納税は便利なロ座振替で……

　お申し込みはお近くの銀行や

　農協の窓ロでどうぞ

原付自転糞もヘルメット警周を

☆

弘

一
毒
v
嚢
嚢
ー
毒
き
富
難
…
…
…
…
，
一

…
7
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
｝

…
　
　
　
　
奮
2
の
2
9
5
7
番
皿

一
1
0
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

　
　
　
　
　
　
B
5
の
2
0
0
3
番
皿

㎜
14
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
3
南
）
…

一
　
　
　
　
奮
7
の
5
5
6
6
番
一

…
21
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

㎜
　
　
誉
の
3
2
7
6
番
…

㎜
2
8
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
－
）
　
…

…
　
　
　
　
告
2
の
2
5
8
1
番
…

住
宅
金
融
公
庫
個
人
住
宅

建
設
資
金
申
し
込
み
受
付

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅

建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
付
を
、
つ

ぎ
の
要
項
で
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
昭
和
五
十
四
年
十
月
一

日
㈲
～
十
月
二
十
七
目
団
ま
で

選
定
方
法
　
選
着
順
に
よ
り
無
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。

申
込
み
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

◎
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
所
（
燈

〇
二
七
二
－
三
二
ー
六
六
五
五
番
）

ま
た
は
、
近
く
の
公
庫
業
務
取
扱
金

融
機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロチ　じ

　i　昭和54年度第2回犬の注射日程表　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ヨ

　1月日地区時間場所　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　1　　　　　　　　　　　　　　　　　9：00～11：30　　　　　　　　　　　　 ：

　：　　十日町　　 保　健所l　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：20～14：30　　　　　　　　　　　　　　　　。

　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　じ　匪　　　　川　　　治14：50～真5：30川治集落センター　：
　：　10月2日　　　　　　　　　　　　　　　　I
　o　　　　　　　　9：00～10：10中条公民館　l
i　（火）中　条1。：4。～11：1。克雪管理センターi

　し
　：　　　　　　　　13130～14：30下条公民館　き
　：　　　　下　　　条　’　　　　　　　　　　14：50～15：20東下組小学校
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　i　　　　　新座・大井田　9：00～10：00大井田公民館

　：　　　　＋　日　町10：30～11：30　　　　　　と
　：　　　　　　　　　　　　　市民体育館
　i　10月3日川　　　治13：30～15：00　　　　　　り

　’　　　　　　　　9：00～9：40馬場飼育所
　ロ
i（水）水　沢1・：1・一11：3・水沢出張所緯

　：　　　　　　　　13：30～14100野中小学校　1
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　十日町山地14：45～15：00赤倉分校　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　：　　　　　　　　9：00～9：40吉田出張所　：
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　1　　　　　吉　　　田10：00～10：10名ケ山小学校　　1
　：　10月4日　　　　　　　　　　　　　　　　：
　’　　　　　　　　10：30～11：00真田小学校　 ，

　ロ　：　　（木）　八　　　箇13：30～14：00八箇小学校　i
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ髪i　　六　箇14：3・～151・・六箇出張所i
　L一＿＿一幽一一＿一一＿一＿＿一＿一＿＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一

月日 地　区 時　間 場　　所

9：00～11：30
保　　健　　所十　　日　　町

13：20～14：30

川　　　　治 14：50～15：30 川治集落センター
10月2日

（火）

9：00～10：10中条公民館
中　　　　条

10：40～11：10 克雪管理センター

13130～14：30下条公民館
下　　　　条

14：50～15：20 東下組小学校

新座・大井田 9：00～10：00大井田公民館

10：30～11：30
市民体育館

十　　日　町

川　　　　治 13：30～15：00
10月3日

（水）

9：00～9：40 馬場飼育所
水　　　　沢 10：10～11：30 水沢出張所

13：30～14100野中小学校
十日町山地 14：45～15：00 赤　倉　分　校

9：00～9：40 吉田出張所
吉　　　　田 10：00～10：10 名ケ山小学校

10月4日

（木）

10：30～11：00 真田小学校
八　　　　箇 13：30～14：00 八箇小学校
六　　　　箇 14：30～15100六箇出張所

事
業
名
　
　
期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

　
　
霧

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

10

月
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
6
月

生
れ
の
人

域全

い七
』だくでいおはたかの月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

10
月
1
2
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
4
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

10

月
16
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館

脇
年
⑫
月

～
5
4
年
2

月
生
れ
の

人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

3
歳
児
検
診

10

月
17
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
4
月

生
れ
の
人

全
　
　
域

　
停
電
の
お
知
ら
せ

▼
十
月
八
日
㈲
　
午
後
一
時
～
五
時

ま
で
　
昭
和
町
四
丁
目
の
一
部
、
稲

荷
町
一
丁
目
の
一
部
、
稲
荷
町
二
丁

目
、
稲
荷
町
三
南
・
三
北
．
三
丁
目

本
通
り
の
各
一
部
、
本
町
六
丁
目
二

の
一
部
、
旭
町
、
本
町
五
丁
目
の
一

部
、
▼
十
月
九
日
㈹
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
江
道
、
猿
倉
、
津
池
、

菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
　
▼
十
月
二
十

二
日
側
　
午
後
一
時
～
四
時
半
ま
で

美
女
木
、
高
場
、
軽
沢

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
予
防
接
種
を
実
施

●
該
当
者
　
満
三
歳
か
ら
十
五
歳
ま

で
の
集
団
生
活
を
営
ん
で
い
る
人

●
料
金
　
満
三
歳
か
ら
小
学
校
入
学

前
の
人
一
回
百
円

●
受
け
て
は
い
け
な
い
人
有
熱
者
、

病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
鶏
卵
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
者
、
そ
の
他
医
師
が
不

適
と
認
め
た
人

●
注
意
事
項
　
●
前
日
入
浴
を
さ
せ
、

清
潔
な
肌
着
を
着
用
す
る
こ
と
　
●

接
種
当
日
は
必
ず
体
温
測
定
（
朝
食

前
）
　
●
母
子
手
帳
、
印
か
ん
を
忘

れ
ず
に
　
●
問
診
票
は
保
護
者
が
責

任
を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◎◎

擁
嚥
繍
噸
旧
蕪
贈
酷
翻
）

実
施
地
区

実
　
施
　
　
月
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

接
種
会
場

一
回
目

二
回
目

川
治
・
八
箇
地
区
10

月
珍
日
囲
10

月
30
日
’

午
後
－
時
50
分
～
2
時
3
0

川
治
公
民
館

六
箇
小
学
校
区

10
月
1
5
日
㈲

10
月
2
9
日

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
10
分
～
2
時
2
0
分

　
　
　
　
　
　
　
9

野
中
小
学
校

水
沢
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
3
時
1
0
分

水
沢
出
張
所

下
条
小
学
校
区

10
月
1
6
日
㈹

10
月
3
0
日
－

午
後
－
時
3
0
分
～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
40
分

東
下
組
小
学
校

吉
田
小
学
校
区

10
月
1
7
日
困

10

月
31
日

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

中
条
小
学
校
区
10
月
1
8
日
困

n
月
8
日
㈱

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

中
条
公
民
館

鐙
島
小
学
校
区

10
月
1
8
日
困

n
月
－
日
困

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

真
田
小
学
校

東
小
学
校
区
10
月
1
9
日
囲

H
月
6
日
㈹

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

東
小
学
校

飛
一
小
学
校
区

10
月
2
3
日
㈹

11

月
7
日
困

午
後
2
時
～
2
時
1
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

枯
木
又
分
校

十
日
町
地
区

（
本
町
通
よ
り
東
側
）

10
月
2
5
日
㈱

H
月
14
日
困
午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
3
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

十
日
町
地
区

（
本
町
通
よ
り
西
側
）

10
月
2
6
日
囲

11

月
1
5
日
㈱

午
後
1
時
50
分
～
2
時
30
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

川
治
・
八
箇
地
区

n
月
1
日
困
11

月
16
日
働

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
30
分

川
治
公
民
館

馬
場
小
学
校
区

11

月
2
日
働
11

月
1
5
日
困

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

珠
田
分
校

…
…
市
役
所
市
民
相
談
室

　　　　　膨翻
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○
：

・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

　
　
　
児
童
手
当

　
市
民
税
の
所
得
割
額
が
か
か
ら
な

い
か
た
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
の

支
給
額
が
、
十
月
分
よ
り
六
千
五
百

円
（
現
行
六
千
円
）
に
な
り
ま
す
．

　
増
額
に
な
っ
た
該
当
者
の
か
た
に

は
児
童
手
当
額
改
定
通
知
書
に
よ
り

通
知
し
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
手
当
は
、
父
母
が
婚
姻
を
解

消
し
た
児
童
、
父
が
死
亡
し
た
児
童
、

父
が
法
律
に
き
め
ら
れ
た
程
度
の
廃

疾
や
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
、
父

譲
亙
薫
莫
隻
畷
謡

回
　
　
　
寺
　
だ
回

30330器一馨3－33－32－330器一＝

罰
鵜
｝
恥
。
．
験
●
．
蝶

16回市民と語

11月1日　（木）

間　午後4時～8時

場市役所小会議室

気軽におでかけくだ

D330器一330器一33033一認一器○器（

が
行
方
不
明
の
児
童
な
ど
を
扶
養
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
次

の
支
給
制
限
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
（
こ
の
場
合
の
児
童
と
は
十
八
歳

未
満
の
人
を
い
い
ま
す
）

　
　
　
支
給
制
限

　
児
童
の
父
か
母
の
死
亡
に
よ
っ
て

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
が
あ
る
場
合

や
、
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ
て
い

る
と
き
な
ど
に
支
給
制
限
さ
れ
ま
す
．

　
　
　
所
得
制
限

　
手
当
の
受
給
者
か
受
給
者
の
扶
養

義
務
者
の
年
間
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
に
支
給
制
限
さ
れ
ま
す
。

：
O

　　めいレース、
　　珍レースに拍手喝釆

　　一13回老人スポーツ大会一

秋晴れの10月12目、十目町小学校ク

ラウンドで13回老人スポーッ大会が争

われました。年々参加者がふえ、こ

の目は1，400人もの明治青年が参加・

パン食い競争、樽ころがし、紅白玉フ

れなどに熱い汗を流していました・

　
　
手
当
月
額
・
支
払
日

○
児
童
一
人
の
場
合
　
二
万
六
千
円

　
　
（
現
行
　
二
万
千
五
百
円
）

○
児
童
二
人
の
場
合
　
二
万
八
千
円

　
　
（
現
行
　
二
万
三
千
五
百
円
）

○
児
童
三
人
以
上
の
場
合
は
、
一
人

増
す
ご
と
に
四
百
円
加
算
し
た
額

　
支
払
目
は
、
十
二
月
、
四
月
、
八

月
の
十
日
以
後
に
前
月
ま
で
の
四
カ

月
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
．

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
機
能
の
障
害
や
知
恵
お
く
れ

の
た
め
法
律
で
定
め
ら
れ
た
重
い
障

害
が
あ
る
二
十
歳
未
満
の
障
害
児
を

そ
の
父
母
が
監
護
す
る
と
き
や
父
母

以
外
の
人
が
養
育
す
る
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
．
支
給
制
限
、
所
得
制
限

な
ど
は
ほ
ぼ
児
童
扶
養
手
当
に
順
じ

　
　
　
　
　
グ
行
こ
。
入

　
　
　
縦
修
　
　
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

騰
．
難
鷺
欝

辮
諜
灘
禰

　
　
　
　
　
と
理
日

ま
す
が
、
児
童
が
「
廃
疾
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
」
「
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

収
容
さ
れ
て
い
る
と
き
」
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
　
手
当
月
額
・
支
給
日

〇
一
級
障
害
の
場
合
　
一
人
に
つ
き

三
万
円
（
現
行
　
二
万
四
千
八
百
円
）

〇
二
級
障
害
の
場
合
　
一
人
に
つ
き

二
万
円
（
現
行
　
一
万
六
千
五
百
円
）

　
支
払
日
は
、
児
童
扶
養
手
当
と
同

じ
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
受
給
該
当
者
の
か
た
で
ま

だ
手
続
き
を
と
っ
て
い
な
い
か
た
、

受
給
者
で
転
居
後
届
け
を
し
て
い
な

い
か
た
、
ま
た
、
児
童
関
係
手
当
に

っ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
か
た
は
、

市
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
奮
七

－
三
二
一
番
内
線
二
一
六
）
へ
。


